
★編集後記★

本広報誌編集にあたり、生徒たちの姿を間近で見て、また集まった写真を見て、その時・その瞬間、彼らが「何を思っていたのか」、「何を感じていたのか」、

そして「何を学んでいるのか」を考え、それを言語化する作業は、時に悩ましく、時に楽しい時間でした。

そんな子供たちの思いと対峙している時、改めて”教育”についても考えました。

数学や国語で100点をとれるようにすることが教育の目的か？、当然それも大切な目的の一つですが、私はそれだけではないと思います。

では何が教育か、その答えは子供たちの笑顔にあるのではないかと思いました。

何を以て幸せを感じるかは人それぞれの価値観に拠るものです。それを強制することはできません。

試合に勝って幸せを感じる子もいれば、みんなと楽しく試合をすることで幸せを感じる子もいます。

それは当然だし、それで良いと思います。時にそれを「価値観の違い」と表現することがあるかも知れませんが、善悪で決するものではありません。

なぜなら、幸せとは自己満足であり、子供たちの数だけ幸せの形があるからです。

この多様な価値観がある中で、またそれを尊重すべきとの立場に立った時、教育がすべきことは何か。

それは”人の不幸”や”人を不幸にすること”を「自身の幸せ」としない価値観を育成することことではないかと思います。

普段の授業、部活動や修学旅行、はたまた文化発表会や体育大会、そんな人と人とのふれあいの中で、幸せの在り方を子供たちにはじっくりと育んでもら

いたいと思います。

【担当職員】 【PTA広報委員一同】

萩峯、坂田、庄島、後藤、栗林 前期：宮本、西田、永野、津川、村上、福島、井上、田畑、金岡、原田

(順不同・敬称略) 後期：黒崎、柿本、楠田、柴田、西山、杉本、末藤、前川、昌谷

（順不同・敬称略） (文) 昌谷 哲

先生達とPTA会長から
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